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平成１９年度 第２回花見川区地域福祉計画推進協議会議事要旨 

 

日時 平成１９年９月７日（金） 午後２時００分～午後４時１５分 

場所 花見川区役所２階講堂 

出席委員数 ２４名 

欠席委員数  ５名 

事務局   １０名 

          あんしんケアセンター ２名 

【１】次第 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 議題（１）地域福祉パイロット事業（18 年度）の報告について 

    （２）地区部会活動ビデオについて 

    （３）あんしんケアセンター事業について 

    （４）今後の活動について 

（５）その他 

４ 閉会 

 

【２】議事要旨 

 委員定数２９名のうち、２４名出席、５名欠席を確認し開会した。 

事務局司会の下、配布資料の確認を行い、議題に入る前に委員長から開会の挨拶が

あった。 

 

議題（１） 

 地域福祉パイロット事業（18 年度）の報告について 

１８年度実施されたパイロット事業のうち、実施時期が区推進協の開催時期と合わず

また事業報告がされてなかった３件について報告があった。 

委  員：２０６地区部会の「三世代を絆で結ぶ集い」について報告 

委  員：こてはし台地区部会の「健康ウォークとおしゃべり昼食会」について報告 

委  員：花園地区部会の「災害弱者を守る地域の防災意識高揚活動」について報告 

＜質疑応答＞ 

委  員：２０６地区部会のパイロット事業は、地域福祉計画のどの部分に関連して

行ったのか。 

委  員：基本方針４の恵まれた地域性を活かし、リフレッシュできる、住み慣れた 

地域で安全に安心してくらせる地域づくりの一環です。事業の目的は、子 

供から高齢者まで幅広い人たちの交流の場を作り、世代間の絆を深める福 

祉活動の広報です。三世代の良い交流の場になった。 
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委  員：２０６地区部会の参加者の概要、三世代の割合を教えていただきたい。 

委  員：三世代均等な割合で参加があった。 

副委員長：事業の継続性についてはどのように考えているのか。 

委  員：地区部会には書類整備など大変プレッシャーであるが、地区部会の予算で

継続していきたい。 

委 員 長：１０万円というパイロット事業の予算は足りないものなのか。 

委  員：講師謝礼に１０万円使い、その他にも８万円使った。費用としては高かっ 

たが、問題提起ができたし、自治会が動いてくれた。９月１日の防災訓練 

でも２５０名が参加し、防災意識が高まった。続けて考えていきたい。 

委 員 長：パイロット事業の予算をあげることはできないのか。 

事 務 局：パイロット事業本来１８年度の予算であった。５９地区部会のうち４５の

部会から６３件の申請があった。今年度は３００万円。必要性は認

識している。予算要望で財政当局に強く要望していきたいが、３年

目は必ずしもご用意できるとは言えない。 

委  員：検見川は１８年度健康と地域の安全づくりをパイロット事業で行った。 

１９年度も推進していくつもりである。各自治会で防犯意識高まった。 

意識を高めることに意義があると考えている。 

 

議題（２） 

地区部会活動ビデオについて 

６月に出来上がった社協の地区部会活動紹介ビデオを１５分間鑑賞し、見識を深めた。 

 

議題（３） 

あんしんケアセンター事業について 

 あんしんケアセンター、晴山苑とまくはりの郷のセンター長から相談事例報告をいた

だいた。 

 ＜質疑応答＞ 

 委  員：成年後見制度へどのような対応をやられているのか。介護予防については

どのように考えているのか 

 センター長：申請については、自分で出来ない方は、市長申立か親族でおこなう。社 

会福祉士会などの機関へつなげる事はお手伝いしている。 

       予防については元々介護保険を利用していた方に対しては自分でやれ 

ることをやろうという意識の切り替えが難しいが、本人の希望も踏まえ 

支援している。 

 委  員：介護保険制度は同居人がいると在宅で介護するのに使いにくい制度になっ

てきている。地域で高齢者をどう支えていくのか、区推進協でも考えてい

きたいと思う。 
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委  員：新介護保険法、特に介護予防についても目的などよく理解するために次回以

降時間があれば委員など専門家に話してもらえればいいと思う。 

 

議題（４） 

今後の活動について 

 事務局から今年度第３回区推進協、第４回区推進協の日程について、１１月９日 

（金）・２月８日（金）に予定したいと提案した。 

 異議なく承認された。 

 

委  員：提案です。今までパイロットの進行状況など確認してきた。公募の参加者が

どう地域福祉計画をひっぱっていくかわからない。他区推進協ではいくつか

のグループに分かれて地区部会以外の人も参加し検討しているらしい。全員

が参加できるように検討して欲しい。 

委 員 長：その意見についても事務局と相談します 

委  員：現在地区部会がない地域に地区部会を立ち上げるための活動も必要ではない

か。各地区別に推進していければいいと思う。 

所  長：花見川区では中学校でいうと幕張本郷中学校区で１箇所未設置です。今年度

設置のために現在地域の声を聞きながら進めています。 

委  員：認知症対応についても区推進協でどうとりあげていくか課題として念頭にい 

れていただきたい。９月１６日１０時から認知症の理解を深めるメモリーウ

ォークあるので参画してもらいたい。 

委 員 長：参加できる方は進んで参加して欲しい 

 

議題（５） 

その他 

 事務局から１９年度パイロット事業６事業について審査結果の報告があった。 

 またパイロット事業の５０万円分の新規募集について説明した。 

 最後に区推進協だより第３号を１０月中には郵送できるように編集中と説明した。 

 

最後に委員長から閉会挨拶をし、午後４時１５分花見川区地域福祉計画推進協議会は

閉会した。 

 

  


